自治労北海道本部声明

第１７回藤一自治体選挙闘争の推進について

知事選を頂点とする第１７回統一自治体選挙がスタートしました。

　しかし、われわれを取り巻く状況は、大変厳しいものがあります。３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震は未曾有の大災害となり、多くの犠牲者と甚大な被害をもたらしました。道本部として心からお見舞申し上げますとともに、今後の復興支援に全力を上げていく決意です。

悲願の「政権交代」から一年半が経過しましたが、衆参のねじれ現象の中で日本の政治が混迷を深めています。額に汗して働く労働者や弱者を大切にする政治の実現を強く願ってたたかってきた者にとって、今の政治の現状は憂慮に耐えない状況ですが、ここであきらめるのではなく自らが作りあげた政権を支えるべく、厳しいたたかいですが、統一自治体選挙を何としても勝利し、北海道から新しい政治の流れを作り出していくためにも、大災害や逆風を乗り越えて推薦候補全員の当選をめざし、道本部・地本・単組・総支部、組合員胃一丸となった取り組みが必要です。

知事選を頂点とする道内統一自治体選挙は、道知事選（24日告示）、政令指定市長選挙（２７日告示）、道議・政令市議選挙（1日）と一般市議会議員・一般市長選挙（１７日告示）、町議会議員・町村長選挙（１９日告示）は通常通り執り行われ今後、１カ月間続くことになります。

限られた中での、家族・親戚知人・友人への支持拡大の一声が、大きな支持の輪をつくり、政治を動かすことに必ず繋がっていきます。推薦するすべての候補者の勝利をめざし、最後まで粘り強く頑張り抜きましょう。
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